作業進捗報告書

作成日：16年9月　　日

	案件名
	読字・書字障害児へのタブレットPC利用と指導改善


	受注者名　勝美印刷株式会社

	期間
	16年8月1日　～16年8月31日
	作成者
	三原義男
	責任者
	成田　滋

	今月の予定：

研究協議で以下の事柄を協議する。

1　８月２０日開催の第１回評価・改善委員会の報告

2　プロジェクトの日程、達成目標、研究分担者の役割

3　教材制作の基本方針と仕様、スケジュール

4　研究指定校の選定　

5　研究協議の開催方法--対面とネット上での協議方法



	今月の実績：

1　教材製作の方針と仕様について次の事が決定された。

・学習課題は、ひらがな、漢字、点つなぎ、迷路、線なぞり、塗り絵、選択抹消などで教材課題は200位となる。

・1台のタブレットPCに複数の生徒のデータを保管できるものとする。

・【ひらがな】48文字、【ひらがな濁点付】25文字、【ひらがなその他】の教材とする。

・学習軌跡は練習毎に自動的に更新され、書き換えれていく。任意の軌跡を保存するものではない。

・生徒の学習への動機づけや持続のために、課題ごとの強化子を入れる。

・生徒自らが自分の学習進度を視覚的にわかるために、例えば加算されるポイントがでる、動きのあるグラフがでる、などをいれる。

・漢字などのプログラム制作は、容易な文字であるレベル1から開発に着手する。

・制作スケジュールとして、9月30日より10月20日の間に教材をタブレットPCにインストールして授業実践していく。

2　以下の学校から研究指定の内諾を得ている。

・社町立社小学校
・甲西町立三雲小学校
・加西市立泉小学校
・神戸市立東舞子小学校

・三木市立自由が丘東小学校

・三木市立三木養護学校中学部

・三木市立三木小学校（交渉中）

・三木市立自由が丘幼稚園（交渉中）

3　研究協議は月2回位とし、協議方法はWebベースでの音声会議とする。



	問題点：

・教材と指導の効果を測定するために、各校長を通して保護者からの指導実践の許諾を得ること必要となっている。

・教材製作の時間的な制約


	対策：

・校長を通して保護者に実践の必要性を伝えてもらう。

・試作したサンプルをサーバー上にアップし、分担者が試行することにより、改善点を各協議の席上で検討する。
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